
十戒前半の構造——父子の知恵と夫婦のい
のち

 

はじめに  
十戒の前半四戒は、単なる禁止事項の羅列ではない。そこには、神と人との人格的な交わりを形作
るための精緻な設計図が隠されている。この四つの戒めを「四分限」として整理すると、縦軸に神
と民、横軸に二つの異なる契約関係——「父と子」そして「夫と妻」——という構造が浮かび上
がってくる。

二つの軸：知恵といのち  

右側の軸——父と子の教育的関係（第1戒・第2戒）  

第1戒と第2戒は、父が子に知恵を継がせる関係を象徴している。

第1戒において、主はエジプトから民を救い出した「父」として自らを啓示された。この救出の出
来事は、単なる歴史的事実ではなく、契約関係の土台である。父なる神が愛する子を奴隷の家から
連れ出したという事実が、すべての戒めの前提となる。

第2戒は、その救いを維持するための「教え」へと展開する。偶像を排除するとは、父から受け継
いだ純粋な知恵の血統を濁らせず、永遠に続けていくための掟である。箴言に見られるように、父
が子に知恵を教えるのは、子がこの世界で迷わずに歩み、いのちを得るためだ。金の子牛の事件
は、まさにこの教育的失敗を象徴している。目に見える形に頼り、父からの知恵を待てなかった民
の姿がそこにある。

この軸の本質は「知恵の継承」である。父は道を教え、子は父を愛してその道を歩む。それは創造
の六日間——無から有を生み出し、秩序を立てていく「働き」のプロセス——に対応している。

左側の軸——夫と妻の契約的関係（第3戒・第4戒）  

第3戒と第4戒は、夫と妻のいのちの関係を象徴している。

第3戒の「名をみだりに唱えてはならない」という命令は、婚姻関係の文脈で深く理解される。ヘ
ブライ語の動詞「ナサー」は「身に帯びる」「負う」という意味を持つ。古代において妻が夫の名
を名乗ることは、二人が一つの契約関係に入った証しであった。イスラエルの民が主の「名を負
う」とは、主が彼らの「夫」となり、民がその「妻」として主の権威と保護の下に入るという、婚
姻に似た法的なアイデンティティの移行を意味する。

エレミヤ書31章32節で主は「わたしが彼らの夫であったにもかかわらず、彼らはわたしの契約を
破った」と言明している。シナイ契約そのものが夫と妻の契約であったことの明確な裏付けであ
る。メリバの水の事件は、この「誓い」が試された出来事だった。「主はわたしたちのうちにおら
れるのか」という問いは、夫の誠実さを疑うアイデンティティの危機であった。

第4戒の安息日は、この夫婦関係の結実である。夫が「恵みを供給する頭」であるなら、妻は「平
安を具現化する身体」である。頭から流れてくる恵みを受け取り、それが「満ち足りる」状態に
なったとき、そこにはシャローム（平安）が満ちる。マナの訓練は、まさにこの安息を学ばせるた
めのものであった。七日目には降らないマナを通じ、自分の相続分に満足し、神の供給に身を委ね
ることを、日々の食べ物を通して教えられた。
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この軸の本質は「いのちの共有」である。二人が一体となることは、知恵を教え合うこと以上に、
一つの新しい「いのちの単位」になることを意味する。それは創造の七日目——働きを終え、その
成果の中に留まって喜ぶ「存在」の次元——に対応している。

頭とからだ——恵みと平安の構造  
第3戒と第4戒の関係は、新約聖書のキリストと教会の型として読むことができる。

第3戒における「夫」は、恵みと憐れみを供給する「頭」である。キリストが教会の頭として、ご
自身のいのちと憐れみを絶えず注ぎ込むように、夫なる主は誓いに基づいて恵みを供給し続ける。
「誓いを破らない」「見捨てない」という性質は、頭がからだを決して切り捨てないという有機的
な繋がりの保証である。

第4戒における「妻」は、平安を具現化する「身体」である。注がれた恵みが形となって現れる場
所、それが安息である。身体が健康で調和している状態が「聖」であり、そこは神の住まい——エ
ルサレム、シオン——としての安らぎの場となる。

パウロの手紙の冒頭で繰り返される「父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたが
たにあるように」という挨拶は、まさにこの構造を言葉にしたものである。恵みは第3戒（夫・
頭）から発信される契約の愛であり、平安は第4戒（妻・からだ）に結実する安息の状態である。

父と夫——二つの役割の本質的違い  
「父」と「夫」は、同一人物が担いうる役割でありながら、その機能において本質的に異なる。

父は「その家の教えを継がせる者」である。父が子に教えを継がせるとは、その家が大切にしてい
る価値観や、この世界で正しく生き抜くためのロジックを伝達することだ。父は子を停滞から連れ
出し、新しいステージへと導くナビゲーターの役割を果たす。そこには「目的」があり「進行」が
ある。教えは、子が実践することで磨かれ、深まっていく。父という軸は「成長すること」「習熟
すること」に価値が置かれる。

夫は「その家の名を負う者」である。夫が名を負うとは、その家が何者であるかを対外的に、また
法的に保証することだ。夫の最大の義務は誓いを守ることである。関係の継続性そのものを守る
ガードマンのような役割を果たす。名前が変わらないように、夫という軸は「変わらないこと」
「忠実であること」に価値が置かれる。

この対比を一言で表すなら、父子の軸は「何をすべきか、どう歩むべきか」という行動指針を教え
成長させ、夫婦の軸は「自分は何者であり、誰に属しているのか」という存在の根拠を確定させ
る。

創造の六日と七日  
この二つの軸は、創世記の創造のサイクルと見事に重なる。

右軸（第1戒・第2戒）は創造の六日間に対応する。神が言葉によって光や天、地を造り、その管理
を人に委ねていく過程である。そこには目的があり、進行がある。知恵のバトンが父から子へと継
がれることは、創造の六日間が歴史の中で反復され、神の統治が広がっていくことを意味する。

左軸（第3戒・第4戒）は創造の七日目に対応する。すべての働きを終え、神が安息された日は、何
かを「作る」時ではなく、神の「名」と共に「ある」時である。七日目の安息は「何かが足りない
から働く」という欠乏感から解放された状態だ。
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右軸がなければ世界は形を成さず、左軸がなければ世界は意味を失う。六日間しっかり働き知恵を
継承すること、そして七日目にすべてを委ねて与えられた領分に安らぐこと——この創造のバイオ
リズムが、十戒前半の構造に刻まれている。

結び  
十戒の前半四戒は、神と人との関係を「父子の知恵」と「夫婦のいのち」という二つの軸で描き出
す。右側では救出から始まり教えへと展開する教育的プロセスが、左側では名を負うことから始ま
り安息へと至る契約的充足が示される。

この構造を通して見えてくるのは、十戒が人格的な交わりの設計図であるということだ。私たちは
父から知恵を受け継ぎ、夫の名のもとにいのちを共有する。知恵によって正しく歩み、誓いによっ
て深く留まるとき、創造の六日と七日のリズムが私たちの生活に息づき始める。そしてそれは、恵
みと平安という福音の祝福——頭なるキリストからからだなる教会へと注がれる祝福——の原型に
他ならない。
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